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タイ全土における旱魃被害

(Bangkok Post: 2005/02/27)

2005/06/12 ブリラム県の水田
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2004/2005年の旱魃の詳細

この数年間で最も深刻

ほとんど全ての県で被害
71県（76県中）で1100万人に影響

数十億バーツ相当の農業生産被害

首相が講じた対策
化学物質を飛行機から散布する人工降雨

衛星画像から水利用可能分布図の作成

旱魃と洪水が周期的に到来し、対策の遅れ
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旱魃の定義

Meteorological drought （気象旱魃）: 標準的な

降水量を下回る期間が長い状態

Hydrological drought （水文旱魃）: 長期間にわ

たる地下水不足

Agricultural drought （農業旱魃）: 水不足による

植生の発達障害

Evapotranspiration （蒸発散量）：可視・赤外
Soil moisture （土壌水分）：マイクロ波

旱魃を表すパラメータ
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研究の目的

衛星リモートセンシングによる旱魃の早期
検知、旱魃被害を受ける可能性の評価の
ために

の推定精度の向上を検討

マイクロ波センサを用いた土壌水分
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IEM (Integral Equation Method) モデル

裸地面を仮定（植生の存在
は無視）して散乱を記述

様々な裸地面の状態（起伏、
土壌水分等）に対して有効
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k:   波数
W:  地表面の相関関数のフーリエ変換後の関数

= （一回散乱） + （多重散乱）

(Fung, et al., 1994)

マイクロ波散乱計
（合成開口レーダ）

後方散乱

入射レーダ
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IEMモデルを用いた土壌水分の推定

Look up table（体積含水率と

後方散乱係数の対応表）

IEM モデル

体積含水率 (Vw)
SAR画像からの後方
散乱係数 (σ0)

地上で計測された体積含水率

シミュレーション

校正・検証
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対象地域：タイ東北部ブリラム県
(Buriram province, Thailand)

Site 5

土壌水分計・温度計を設置
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地表面粗度の計測

Relative height in paddy fields
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土壌水分の計測
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